
幅
広
い
テ
ー
マ
の
分
科
会
に

「
と
て
も
良
か
っ
た
」
の
声

大
会
は
、
午
前
10
時
か
ら
20

の
分
科
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

分
科
会
は
、
「
親
子
遊
び
、
子

育
て
、
食
べ
物
と
健
康
、
若
者

の
雇
用
、
原
発
避
難
者
の
現
状
、

消
費
税
、
ア
ニ
メ
『
対
馬
丸
』
、

え
ん
罪
、
高
齢
期
の
問
題
な
ど

を
テ
ー
マ
に
し
た
討
論
」
、

「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
、

平
和
、
女
性
の
人
権
な
ど
を
テ
ー

マ
に
し
た
講
座
」
、
「
Ｄ
Ｖ
Ｄ

『
泥
の
花
』
、
う
た
ご
え
、
エ

ア
ロ
ビ
ッ
ク
ス
な
ど
の
体
操
、

中
山
道
散
策
」
な
ど
多
岐
に
わ

た
り
ま
し
た
。

参
加
し
た
み
な
さ
ん
か
ら

「
よ
く
分
か
っ
た
」
「
と
て
も

良
か
っ
た
」
と
の
多
く
の
感
想

が
聞
か
れ
ま
し
た
。

恒
例
の
「
滋
賀
の
運
動

白
波
五
人
衆
」
に
拍
手
喝
采

午
後
の
全
体
会
は
、
も
り
や

ま
っ
子
文
化
教
室
の
児
童
に
よ

る
「
和
太
鼓
と
踊
り
」
で
始
ま

り
、
恒
例
の
「
滋
賀
の
運
動
・

白
波
五
人
衆
」
は
、
滋
賀
各
地

の
運
動
を
口
上
で
紹
介
さ
れ
、

拍
手
喝
采
で
し
た
。

記
念
講
演
は
「
子
ど
も
達
の

未
来
の
た
め
に
い
ま
、
大
切
な

こ
と
」
と
題
し
て
ア
ー
サ
ー
・

ビ
ナ
ー
ド
さ
ん
が
話
さ
れ
ま
し

た
。
同
氏
は
、
１
９
６
７
年
米

国
ミ
シ
ガ
ン
州
生
ま
れ
で
、
ニ

ユ
ー
ヨ
ー
ク
州
コ
ル
ブ
ー
ト
大

学
で
英
米
文
学
を
学
び
卒
業
と

同
時
に
日
本
語
研
究
の
た
め
来

日
さ
れ
、
日
本
語
で
の
詩
作
を

始
め
ら
れ
、
詩
集
・
エ
ッ
セ
イ

集
・
絵
本
・
翻
訳
絵
本
な
ど
多

数
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。
文
化

放
送
と
青
森
放
送
で
ラ
ジ
オ
パ
ー

ソ
ナ
リ
テ
ィ
も
つ
と
め
る
な
ど

幅
広
く
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

講
演
は
、
ぺ
リ
ー
上
陸
か
ら

の
日
米
の
歴
史
で
始
め
ら
れ
ま

し
た
。
つ
ぎ
に
、
毎
年
の
広
島

平
和
式
典
で
の
発
言
の
推
移
に

触
れ
、
「
雨
な
の
に
『
今
日
の

よ
う
に
焼
け
つ
く
日
差
し
』
と

述
べ
る
首
相
だ
と
か
、
『
尊
い
、

貴
い
、
か
け
が
え
の
な
い
、
大

切
な
』
命
と
、
き
れ
い
な
言
葉

を
並
べ
る
が
、
戦
前
の
子
ど
も

や
国
民
の
命
は
ま
っ
た
く
大
切

に
さ
れ
ず
命
の
価
値
は
ゼ
ロ
、

一
億
総
玉
砕
社
会
だ
っ
た
時
代

を
ご
ま
か
す
も
の
」
だ
と
痛
烈

に
批
判
さ
れ
ま
し
た
。

戦
前
の
反
省
を
含
め
て
命
を

大
切
に
す
る
『
日
本
国
憲
法
』

「
そ
う
し
た
反
省
を
含
め
て
命

を
大
切
に
す
る
『
日
本
国
憲
法
』

が
創
ら
れ
た
の
だ
」
と
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

「
オ
バ
マ
大
統
領
の
原
爆
資

料
館
見
学
は
わ
ず
か
７
〜
８
分
、

『
核
な
き
世
界
を
、
改
め
て
訴

え
る
』
と
言
う
が
今
後
１
１
０

兆
円
で
ア
メ
リ
カ
の
核
兵
器
を

す
べ
て
新
し
く
す
る
と
い
う
。

こ
れ
は
、
安
倍
首
相
の
『
恒
久

平
和
』
発
言
と
同
じ
で
あ
る
。

『
訴
え
る
』
と
は
権
力
の
な
い

も
の
や
市
民
団
体
が
言
う
言
葉

で
あ
り
、
決
定
権
が
あ
る
権
力

者
は
具
体
的
に
核
を
な
く
す
べ

く
実
行
す
れ
ば
い
い
。
」

子
ど
も
達
の
命
を
大
事
に
す
る

憲
法
が
い
つ
ま
で
も
続
く
選
択

し
よ
う

「
７
月
の
参
院
選
で
は
、
子

ど
も
達
の
命
を
大
事
に
す
る
憲

法
が
千
代
に
八
千
代
に
苔
の
む

す
ま
で
続
く
よ
う
に
選
択
し
よ

う
」
と
綺
麗
な
日
本
語
で
ユ
ー

モ
ア
を
交
え
な
が
ら
の
講
演
に

会
場
か
ら
感
動
と
共
感
の
大
き

な
拍
手
が
起
き
て
い
ま
し
た
。

「
世
界
中
か
ら
核
も
原
発
も

戦
争
も
な
い
社
会
に
な
る
よ
う
、

生
命
を
守
る
運
動
を
さ
ら
に
広

め
よ
う
」
と
の
大
会
ア
ピ
ー
ル

を
採
択
し
、
大
会
旗
は
来
年
開

催
地
の
大
津
市
へ
引
き
継
が
れ

ま
し
た
。
（
写
真
は
新
婦
人
大

津
支
部
ブ
ロ
グ
よ
り
）
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平和な社会を子どもたちに
第６２回 滋賀県母親大会(5/29)

５
月
29
日
、
守
山
市
で
第
62
回
滋
賀
県
母
親
大
会
が
同
実
行
委

員
会
の
主
催
で
開
催
さ
れ
、
県
内
各
地
か
ら
９
５
０
人
が
参
加
さ

れ
、
従
組
の
先
輩
組
合
員
と
家
族
12
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

母
親
大
会
は
、
１
９
５
４
年
３
月
１
日
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
ビ
キ

ニ
環
礁
で
の
水
爆
実
験
に
抗
議
し
て
、
「
核
戦
争
か
ら
子
ど
も
を

守
ろ
う
」
と
呼
び
か
け
始
ま
り
ま
し
た
。
『
生
命
を
生
み
だ
す
母

親
は
生
命
を
育
て
生
命
を
守
る
こ
と
を
の
ぞ
み
ま
す
』
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
大
切
に
し
て
、
62
年
間
続
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

５
月
21
日
午
後
、
大
津
市
に

お
い
て
安
保
法
制
の
廃
止
と
立

憲
主
義
の
回
復
を
求
め
る
県
民

集
会
が
開
催
さ
れ
従
組
組
合
員

や
先
輩
組
合
員
が
参
加
し
ま
し

た
。
こ
の
集
会
は
５
月
14
日
に

尾
木
マ
マ
（
尾
木
直
樹
さ
ん
）

を
招
い
て
「
子
育
て
と
憲
法
問

題
」
の
開
催
に
続
く
「
市
民
フ
ォ
ー

ラ
ム
Ｖ
Ｏ
Ｌ
２
」
と
し
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
同

会
の
玉
崎
洋
子
さ
ん
の
開
会
の

あ
い
さ
つ
で
始
め
ら
れ
、
シ
ー

ル
ズ
（S

E
A
L
D
s

）
の
奥
田
愛
基

（
お
く
だ
あ
き
）
さ
ん
が
「
Ｔ

Ａ
Ｋ
Ｅ

Ｂ
Ａ
Ｃ
Ｋ

Ｄ
Ｅ
Ｍ

Ｏ
Ｃ
Ｒ
Ａ
Ｃ
Ｙ
」
を
テ
ー
マ
に

講
演
さ
れ
ま
し
た
。
奥
田
さ
ん

の
、
自
分
で
考
え
行
動
し
、
歴

史
の
中
で
挑
戦
さ
れ
る
姿
は
、

参
加
者
に
勇
気
を
与
え
る
も
の

で
し
た
。

奥
田
さ
ん
は
、
「
僕
の
お
爺

ち
ゃ
ん
滋
賀
で
。
び
わ
湖
で
泳

い
だ
。
最
初
は
僕
た
ち
の
デ
モ

も
相
手
に
さ
れ
な
か
っ
た
。
僕

ら
は
、
特
段
能
力
は
な
い
。
一

人
に
な
る
と
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
気

持
ち
に
な
る
。
け
れ
ど
、
一
歩

踏
み
出
そ
う
と
す
る
人
が
全
国

に
い
る
。
名
前
も
知
ら
な
い
け

れ
ど
つ
な
が
っ
て
い
る
」
と
の

べ
、
シ
ー
ル
ズ
を
や
め
よ
う
と

し
た
友
人
や

キ
ン
グ
牧
師
の

死
の
直
前
の
ス
ピ
ー
チ
に
も
触

れ
な
が
ら
、
「
偉
大
な
学
者
に

は
及
ば
な
い
が
、
歴
史
の
中
で
、

自
分
が
生
き
て
い
る
こ
と
を
自

分
は
意
識
し
て
い
き
た
い
。
」

と
結
ば
れ
ま
し
た
。

講
演
に
続
い
て
、
し
ー
こ
ぷ
、

マ
マ
パ
パ
の
会
、
テ
ィ
ー
ン
、

関
西
市
民
連
合
、
市
民
の
会
し

が
の
リ
レ
ー
ト
ー
ク
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

最
後
に
、
統
一
候
補
の
林
久

美
子
さ
ん
が
決
意
表
明
を
行
い
、

奥
田
さ
ん
、
林
さ
ん
と
５
人
の

報
告
者
が
手
を
重
ね
て
大
き
な

拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

（
写
真
は
澤
井
さ
ん
提
供
）

記
念
講
演

「
子
ど
も
達
の
未
来
の
た
め
に

い
ま
、
大
切
な
こ
と
」

SEALDsの奥田愛基さん

全国につながる
一歩踏み出す人

市民の会しが
市民フォーラムVol.2



６
月
４
日
、
守
山
市
に
お
い

て
滋
賀
県
労
連
第

60
回
評
議
員

会
が
開
催
さ
れ
、

八
軒
執
行
委

員
（
評
議
員
）
と
小
原
特
別
執

行
委
員
（
幹
事
）
が
出
席
し
ま

し
た
。
評
議
員
会
で
は
前
回
評

議
員
会
か
ら
の
ま
と
め
と
９
月

に
開
始
の
次
期
定
期
大
会
ま
で

の
方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。

瀧
上
正
昭
議
長
は
開
会
挨
拶

で
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
失
政
を

批
判
し
「
選
挙
で
安
倍
政
権
を

少
数
派
に
し
よ
う
。
ま
た
、
要

求
実
現
の
た
め
に
は
組
織
拡
大

が
大
切
だ
」
と
挨
拶
さ
れ
ま
し

た
。

組
織
統
一
で
「
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
」

「
全
滋
賀
教
職
員
組
合
」

議
事
は
第
１
号
議
案
で
加
盟

組
織
の
変
更
「
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｕ
と
通

信
産
業
労
働
組
合
が
組
織
統
一

し
日
本
金
属
製
造
情
報
通
信
労

働
組
合
（
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
）
に
、

全
教
滋
賀
教
職
員
組
合
と
滋
賀

高
教
組
が
組
織
統
一
し
全
滋
賀

教
職
員
組
合
に
変
更
」
が
報
告

確
認
さ
れ
ま
し
た
。
▽

参
議
院
選
挙
方
針

組
織
拡
大
・
強
化
な
ど
決
定

▽
第
２
号
議
案
「
経
過
と
情
勢

の
特
徴
、
大
会
ま
で
の
方
針
」

に
つ
い
て
の
提
案
を
受
け
、
６

人
か
ら
発
言
が
さ
れ
、
参
議
院

選
挙
に
向
け
、
自
公
と
そ
の
補

完
勢
力
を
少
数
派
に
す
る
た
め

の
た
た
か
い
を
引
き
続
き
進
め
、

野
党
共
闘
の
力
を
さ
ら
に
押
し

上
げ
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

閉
会
の
挨
拶
で
宮
武
眞
知
子

副
議
長
は
「
人
の
命
が
軽
ん
じ

ら
れ
て
い
る
。
安
倍
政
権
を
倒

そ
う
」
と
結
び
ま
し
た
。

な

お
同
日
、
同
会
場
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
滋

賀
労
働
相
談
セ
ン
タ
ー
の
総
会

も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

（
写
真
は
議
長
の
開
会
挨
拶

小
原
さ
ん
提
供
）

６
月
１
日
、

大
津
市
に
お

い
て
働
く
も

の
の
命
と
健

康
を
守
る
滋

賀
県
セ
ン
タ
ー

の
主
催
に
よ

る
「
安
全
衛

生

学

習

会

」

が
開
催
さ
れ

小
原
特
別
執

行
委
員
が
参

加
し
ま
し
た
。

学
習
会
講
師
の
宮
木
氏
（
全

労
働
滋
賀
支
部
）
は
全
国
の
労

働
者
死
傷
病
報
告
、
労
災
給
付

デ
ー
タ
、
労
働
災
害
動
向
調
査
、

滋
賀
県
の
労
働
災
害
発
生
状
況

や
滋
賀
県
の
労
働
衛
生
の
現
状

な
ど
を
示
し
詳
し
く
分
析
報
告

を
さ
れ
ま
し
た
。

滋
賀
県
の
業
務
上
疾
病
の
発

生
状
況
は
、
過
去

15
年
間
の
件

数
推
移
で
Ｈ

26
年
が
最
高
値
の

１
４
５
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

安
全
衛
生
委
員
会
は
、
働
く

人
た
ち
の
安
全
衛
生
が
一
層
確

保
さ
れ
、
安
心
安
全
で
働
き
や

す
い
職
場
環
境
を
維
持
発
展
さ

せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
写
真
は
小
原
さ
ん
提
供
）
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１
９
７
２
年
５
月
15
日
に
、

核
も
基
地
も
な
い
平
和
な
沖
縄

実
現
め
ざ
し
て
沖
縄
が
ア
メ
リ

カ
か
ら
返
還
さ
れ
て
44
年
、
沖

縄
の
実
態
を
改
め
て
知
ろ
う
と
、

滋
賀
憲
法
共
同
セ
ン
タ
ー
と
革

新
の
会
し
が
が
共
同
で
「
沖
縄

連
帯
・
滋
賀
県
民
の
つ
ど
い
」

が
大
津
市
内
で
開
催
さ
れ
従
組

組
合
員
や
先
輩
組
合
員
が
参
加

し
ま
し
た
。

集
会
で
は
小
泉
親
司
さ
ん

（
日
本
共
産
党
・
基
地
対
策
委

員
会
責
任
者
）
が
、
「
こ
れ
が

ね
ら
い
！
日
米
新
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
と
戦
争
法
・
辺
野
古
新
基
地
」

と
題
し
て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

小
泉
さ
ん
は
、
「
44
年
た
っ

て
沖
縄
の
基
地
は
さ
ら
に
強
化

さ
れ
、
基
地
を
な
く
せ
と
オ
ー

ル
沖
縄
の
闘
い
が
広
が
っ
て
い

る
。
安
保
法
制
は
戦
争
法
以
外

の
何
物
で
も
な
く
、
軍
事
費
は

５
兆
円
を
突
破
し
、
沖
縄
だ
け

で
な
く
全
国
で
米
軍
と
一
体
化

し
た
自
衛
隊
の
基
地
大
増
強
な

ど
戦
争
す
る
国
づ
く
り
が
※

※
進
め
ら
れ
て
い
る
。
根
源
は

安
保
条
約
と
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

で
あ
る
。
安
倍
首
相
は
北
朝
鮮
、

中
国
か
ら
守
る
た
め
と
言
う
が
、

日
米
安
保
、
軍
事
一
辺
倒
で
外

交
を
し
な
い
。
『
軍
事
力
（
武

力
）
強
化
で
国
は
守
れ
な
い
、

戦
争
法
は
い
ら
な
い
の
世
論
、

基
地
の
な
い
沖
縄
・
日
本
を
め

ざ
す
運
動
』
を
広
げ
よ
う
。
野

党
共
闘
の
前
進
で
沖
縄
県
議
選
、

参
院
選
で
安
倍
ノ
ー
を
突
き
付

け
よ
う
。
日
米
安
保
条
約
の
廃

棄
を
め
ざ
す
壮
大
な
展
望
を
も
っ

て
闘
い
を
進
め
よ
う
」
と
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

（
写
真
は
山
﨑
さ
ん
提
供
）

６
月
10
日
、
草
津
市
に
お
い

て
「
Ｊ
Ｒ
の
安
全
を
求
め
る
滋

賀
の
会
（
滋
賀
の
会
）
」
２
０

１
６
年
度
総
会
が
開
催
さ
れ
、

組
合
を
代
表
し
て
澤
井
書
記
長

が
参
加
し
ま
し
た
。

結
成
14
年
目
を
迎
え
た
、
滋

賀
の
会
は
、
結
成
以
来
、
Ｊ
◇

◇
Ｒ
に
対
し
て
「
利
益
最
優
先
」

の
経
営
姿
勢
を
改
め
、
「
安
全
・

安
心
」
な
公
共
交
通
機
関
と
し

て
の
社
会
的
責
任
を
果
た
す
こ

と
を
求
め
て
運
動
を
す
す
め
て

き
ま
し
た
。

湖
西
線
の
経
営
分
離
に

反
対
運
動
の
広
が
り

北
陸
新
幹
線
の
敦
賀
以
西
の

延
伸
問
題
に
つ
い
て
は
、
県
内

で
も
市
民
・
利
用
者
の
関
心
が

高
ま
っ
て
お
り
、
高
島
市
議
会
、

大
津
市
議
会
が
と
も
に
湖
西
線

の
経
営
分
離
に
反
対
の
決
議
を

可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
湖
西

線
沿
線
の
市
民
ら
が
立
ち
上
が

り
「
湖
西
線
を
守
る
会
」
を
立

ち
上
げ
る
な
ど
、
運
動
の
広
が

り
が
急
速
に
進
ん
で
い
ま
す
。

「
滋
賀
の
会
」
で
は
、
利
用

者
か
ら
、
安
全
・
安
心
・
快
適

で
あ
る
べ
き
公
共
交
通
機
関
と

し
て
の
Ｊ
Ｒ
に
対
す
る
意
見
・

要
望
を
聞
く
「
利
用
者
ア
ン
ケ
ー

ト
」
が
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

「
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
」

駅
設
備
へ
の
要
望
が
最
多

要
望
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
設
置
、
ト

イ
レ
の
増
設
・
改
築
な
ど
、
駅

設
備
に
関
す
る
要
望
が
全
体
の

25
％
と
一
番
多
く
、
２
番
目
は

不
便
さ
・
不
親
切
に
関
す
る
も

に
、
３
番
目
は
北
陸
新
幹
線
に

関
す
る
内
容
で
、
「
延
伸
反
対
」

「
現
状
の
ま
ま
で
良
い
」
と
い

う
意
見
・
要
望
が
多
く
、
利
用

者
の
関
心
の
高
さ
が
示
さ
れ
た

と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
に
示
さ
れ
た
要

望
は
Ｊ
Ｒ
京
都
支
社
地
域
共
生

室
と
滋
賀
県
交
通
戦
略
課
と
の

懇
談
で
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

（
写
真
は
澤
井
さ
ん
提
供
）

３
月
14
日
、
大
津
地
方
裁
判

所
に
お
い
て
関
西
電
力
高
浜
原

発
３･

４
号
機
の
運
転
差
し
止
め

を
命
じ
た
仮
処
分
決
定
が
出
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
関
西

電
力
が
行
っ
た
仮
処
分
の
執
行

停
止
の
申
し
立
に
対
し
、
６
月

17
日
、
大

津
地
裁
は
、

こ
れ
を
却

下
す
る
決

定
を
下
し

ま
し
た
。

裁
判
所
の
判
断
の
概
要
は
次

の
と
お
り
で
す
。

①
原
決
定
の
取
消
し
原
因
と

な
る
こ
と
が
明
ら
か
な
事
情
の

説
明
が
な
い
。

②
関
電
は
過
酷
事
故
の
機
序

の
説
明
が
必
要
と
主
張
し
て
い

る
が
、
事
業
者
と
し
て
安
全
性

に
欠
け
る
点
の
な
い
こ
と
の
立

証
が
さ
れ
な
け
れ
ば
、
逆
に
安

全
性
に
欠
け
る
点
が
あ
る
こ
と

が
推
認
さ
れ
る
と
い
え
、
関
電

の
主
張
は
安
全
性
に
欠
け
る
点

が
な
い
こ
と
が
立
証
さ
れ
て
い

な
い
。

③
新
規
制
基
準
の
制
定
経
過

に
照
ら
し
、
少
な
く
と
も
本
件

各
原
発
の
設
計
や
運
転
の
た
め

の
規
制
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う

に
強
化
さ
れ
、
そ
れ
に
ど
う
応

え
た
の
か
説
明
し
て
い
な
い
。

〔
福
井
原
発
訴
訟
（
滋
賀
）
を

支
え
る
会
ニ
ュ
ー
ス
を
一
部
引

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
〕

沖
縄
返
還
44
年
・
連
帯
の
つ
ど
い

「
軍
事
力
強
化
で
国
は
守
れ
な
い
」

Ｊ
Ｒ
に
安
全
・
安
心
・
快
適
な

県
民
の
足
と
し
て
の
責
任
を
果
た
さ
せ
よ
う

Ｊ
Ｒ
の
安
全
を
求
め
る
滋
賀
の
会

参
議
院
選
「
今
の
政
治
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
よ
う
」

滋
賀
県
労
連
第
60
回
評
議
員
会

労働災害を分析
働くものの命と健康を守る滋賀県センター

大
津
地
裁
「
関
電
の
仮
処
分

執
行
停
止
申
し
立
」
を
却
下


